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令和８年度千葉県有害鳥獣捕獲協力隊事業
（基礎コース・発展コース）業務委託
業務体制等説明書































（社名・団体名）　　　　　　　　　　　　

提案者の概要
	会社・団体名
	

	所在地
	

	代表者氏名
	

	担当部署
	
	担当者職
氏名
	

	電話番号
	
	Ｅmail
アドレス
	

	設立又は
結成年月日
	
	資本金又は出資金の額
	　　　　　　　　　　千円

	従業員数
	
	県内の
支店数
（業務における拠点数）
	
箇所

	売上高
	前々年度決算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円
前年度決算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円
本年度決算見込み　　　　　　　　　　　　　　　　　千円

	認定鳥獣捕獲等事業者
	認定番号
	
	認定された
猟法及び
鳥獣の種類
	

	組織図

	以下の資料を添付すること。
○業務報告書
○決算報告書
○パンフレット
パンフレットを作成していない場合は添付を必要としない。




１　業務体制
（１）業務従事予定者名簿
①事業管理責任者
	番号
	（ふりがな）
氏　　　　名
	年齢
	業務経験年数
	保有狩猟免許
	主な業務内容

	1
	
	
	年
	網・わな
第１種
第２種
	



②捕獲従事者
	番号
	（ふりがな）
氏　　　　名
	年齢
	業務経験年数
	保有狩猟免許
	主な業務内容

	1
	
	
	年
	網・わな
第１種
第２種
	

	２
	
	
	年
	網・わな
第１種
第２種
	

	３
	
	
	年
	網・わな
第１種
第２種
	

	…
	
	
	年
	網・わな
第１種
第２種
	


※業務経験年数は契約に基づく捕獲業務の経験年数を記載すること。
③事業従事者
	番号
	（ふりがな）
氏　　　　名
	年齢
	業務経験年数
	主な業務内容

	1
	
	
	年
	

	２
	
	
	年
	

	３
	
	
	年
	

	…
	
	
	年
	



（２）業務実施体制
	業務実施体制の体系図を責任者・連絡系統が分かるように記載してください。


（３）緊急時等の連絡体制
	（業務を実施するにあたっての通常時及び事故発生時の情報伝達体制について、図で記載してください。）



２　業務実績
（１）本業務と同様又は類似した業務実績を記載してください。（過去５カ年程度）
	事業名
	年度
	相手方
	業務内容

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※契約書のコピーを添付すること。

（２）本業務に活用できる業務実績があれば記載してください。（過去５カ年程度）
	事業名
	年度
	相手方
	業務内容

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※契約書のコピーを添付すること。


３　参加者の募集方法
　　参加者の募集方法について説明してください。本県における有害鳥獣捕獲の新たな担い手確保につなげるため、県内の参加者を増やす方策があれば提案ください。
	枠の大きさは適宜変更していただいて構いません。



４　基礎コースの開催内容の提案
（１）捕獲に関する知識取得を図るための講義・実習について説明してください。狩猟免許（わな猟）を所持しているものの、捕獲の実践ができていない方が、　　　わなを用いた有害鳥獣捕獲の担い手となるために必要な知識を取得できるような講義・実習内容を提案ください。
	図・写真等を用いて分かりやすく説明してください。枠の大きさは適宜変更していただいて構いません。


（２）有害鳥獣捕獲に必要な基本的な技術取得のための捕獲同行の実施体制・内容　について説明してください。設置わな数及び開催時期・日数を記載するとともに、
参加者の安全管理体制についても説明ください。
	図・写真等を用いて分かりやすく説明してください。枠の大きさは適宜変更していただいて構いません。



５　発展コースの開催内容の提案
（１）わな猟等に係る講義、わな作成・設置実習について説明してください。
	図・写真等を用いて分かりやすく説明してください。枠の大きさは適宜変更していただいて構いません。


（２）捕獲体験（捕獲・止めさし・解体）の実施体制・内容について説明してください。参加者全員が止めさし・解体を含め、有害鳥獣捕獲の一連の作業を体験し、　実践的技術を身に付けるための方策を提案ください。設置わな数及び開催時期・日数を記載するとともに、参加者の安全管理体制についても説明ください。
	図・写真等を用いて分かりやすく説明してください。枠の大きさは適宜変更していただいて構いません。



（３）捕獲体験（わなの撤収）の実施体制・内容について説明してください。参加者
の安全管理体制についても説明ください。
	


６　有害鳥獣捕獲を行っている組織・法人とのマッチングの提案
有害鳥獣捕獲を行っている組織や法人等とのつながりを持つことが有害鳥獣捕獲への参画には有用と考えられます。こうした組織や法人とのつながりを作るための　取組について提案ください。
	



15


